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～ コロナ禍中の留学生を支援するプロジェクトに取り組みます ～ 

 

 福岡県には約１万９千人という全国屈指の数を誇る留学生が住んでいます。 

彼らは将来の日本・そして福岡県と彼らの母国とを繋ぐ貴重な架け橋です。 

そんな留学生たちが今、新型コロナウイルス感染症の影響で様々な苦境に立たされていま

す。 

このため、大学、行政、産業界、地域社会が一体となって、留学生をサポートするための組

織として全国に先駆け設置された「福岡県留学生サポートセンター」を組織内に抱える『公

益財団法人福岡県国際交流センター』では、そんな留学生を支援するため、“負けるな、留学

生! 拡がれ、支援の輪!! 届け、支援のＫＯＫＯＲＯ!!!”をスローガンに支援プロジェクト

に取り組むこととしました。 

 第一弾として、健康維持の視点に立ち、「食料支援プロジェクト」をスタートします。 

同プロジェクトでは、県民、企業、団体等のみなさまから食料の寄贈を募り、支援を希望

する留学生に対して頂いた食料を送り、みなさまからの支援のお気持ちをお届けすることで、

まずは留学生に元気を出してもらいたいと考えていますので、広く県民の皆様のご支援をい

ただきますようお願いいたします。 

なお、収入維持の視点に立ち、既に５月１１日から稼働している「アルバイト紹介プロジ

ェクト」についても、引き続き取り組むことで、アルバイトを離職せざるを得なくなった留

学生と、人手不足に悩む事業者とのマッチングを行い、留学生の生活の安定化を図っていき

たいと考えています。 

当財団としては、公的団体として多くの県民や企業を巻き込みながら取り組むことは全国

的にも先駆的なこうしたプロジェクトに積極的に取り組むことで、一人でも多くの留学生に

寄り添い支えになることを目指します。 

 

【食料支援プロジェクト】（新規） 

１ 趣 旨 

   県民、企業、団体等のみなさまからの食料寄贈という協力を得て、アルバイトの離職や 

仕送りの減少に伴い生活が困窮している留学生に対して、食料という支援の心を届けるこ 

とで収入面や健康面での支援を行うとともに元気づけるものです。 

  

２ 食料寄贈者 

 県民、企業、団体等 

 

３ 支援対象者 

 福岡県内在住の私費留学生（在留資格が「留学」の者） 

 

４ 支援する食料 

  お米、即席麺、レトルト食品、缶詰 等 

令和２年７月１０日 

（公財）福岡県国際交流センター 

負けるな、留学生！ 

拡がれ、支援の輪！！ 

届け、支援の KOKORO！！！ 
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５ 支援の流れ 

（１）食料の寄贈 

   県民、企業、団体等から（公財）福岡県国際交流センター（以下「センター」という。）

に食料を寄贈していただきます。 

①  受入条件 

・受入可能な食料は以下の条件を満たすもの。 

常温で保存できるもの（生ものを除く）。 

未開封のもので、包装が破損していないもの。 

賞味期限が明記され、期限が２か月以上先のもの。 

お米は精米から２年以内、５㎏以内のもの。 

・条件を満たさず送付されたものは、寄贈者承諾のもと廃棄します。 

②  センターでの受入方法 

・受入期間：７月１３日（月）～１２月１５日（火） 

・受入窓口：福岡県国際交流センター 企画交流部 

〒810-0001福岡市中央区天神１－１－１ アクロス福岡８階 

TEL／092-725-9204 FAX／092-725-9205  E-mail／shokuryoshien@gmail.com 

・受付時間：平日 9:00～17:00 

・送付又は直接持ち込み。送付の場合、送料は寄贈者負担。着払いの場合は受取りを 

お断りします。 

・食料の安全性を考慮し、匿名での寄贈はお断りします。 

・大量の寄贈を検討している場合は、事前に電話連絡をお願いします。 

③  その他 

・寄贈者名、寄贈された食料の内容等について公表します。公表を希望しない場合は、 

事前にセンターに連絡をお願いします。 

（２）留学生からの支援申し込み 

・留学生各人が、センターホームページから、Google Formにて申し込みます。氏名、 

学校名、メールアドレス等の必要事項を入力すると共に、在留カード（両面）の添 

付が必要です。 

・配布定員は毎月１００名です。 

・申し込みは一人１回までとします。 

    ・申込期間 第１回目は８月３日（月）～１４日（金） 

          以降、毎月初旬～中旬まで（１２月１５日（火）まで） 

（３）食料の配布 

 ① 配布方法 

・センターは、寄贈いただいた食料を仕分けし、事前に大学や日本語学校等（以下「学 

校等」という。）関係機関と調整の上、申し込みがあった留学生が所属する学校等に 

送付します。留学生は学校等を通じて食料を受け取ります。ただし、場合によっては 

留学生宅にセンターが直接送付します。 

   ・学校等に送付する際、該当する留学生にその旨をメールで通知します。留学生は学 

校等の担当窓口で受け取ります。 
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②  配布する食料の内容 

   ・食料は寄贈によるものであるため、内容や量は配布の都度異なります。 

   ・受け取る食料を指定することはできません。 

   ・アレルギー対応等はしていないので、受取り後、必ず確認してください。 

③ 申込月の末日までに発送予定です。 

（４）その他 

  ・受け取った食料を転売することはできません。 

・寄贈された食料の収集状況によっては、配布までに時間がかかる場合があります。 

 

６ 食料配布の頻度 

寄贈を受けた食料は、学校等ごとに取りまとめの上、月１回をめどに送付します。 

 

７ 実施期間 

  令和２年７月１３日（月）～令和２年１２月２８日（月） 

 

８ 問い合わせ先 

  公益財団法人福岡県国際交流センター 企画交流部 

TEL／092-725-9204 FAX／092-725-9205 E-mail／shokuryoshien@gmail.com 

 

【アルバイト紹介プロジェクト】（継続） 

１ 趣 旨 

  ○ アルバイトを離職せざるを得なくなった留学生と、人手不足に悩む事業者とのマッチ 

ングを行い、留学生の生活の安定化を図ります。 

 

２ 内 容 

 ○ 無料職業紹介事業所として、求人情報と求職情報をサイト登録し、マッチングの斡旋 

を行います。県からの受託事業として、対象者もこれまでの大学院、大学、短大、高専生 

から、日本語学校、専門学校生を追加しました。 

○ 事業所に対しては、留学生を雇用する際の留意点の説明を行うなど、留学生を始めて 

雇用するに当たっての不安解消に努めると共に、留学生に対しては、サイトへの登録項 

目数の簡素化を図り、手続きの負担軽減を図ります。 

 ○ コロナ禍中で求人環境が厳しい折、県と連携して登録業種の更なる拡大に努めます。 

 

３ 実施期間 

  令和２年５月１１日（月）～ 令和３年３月３１日（水） 

 

【問合せ先】 

■食料支援に関すること 

     企画交流部 

     TEL  092-725-9204   荒木、加藤 

■アルバイト紹介に関すること 

     多文化共生・留学生部 

  TEL  092-725-9201   吉田、王(わん) 

参 考 


